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推
進
す
べ
き
と
の
意
思
表
示
で
あ
る
と
考
え

る
。
市
長
は
過
去
に
全
員
喫
食
を
実
施
し
た

い
と
い
う
意
向
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、
あ
り

方
の
検
討
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

全
員
喫
食
の
中
学
校
給
食
を
実
施
す

る
場
合
に
お
い
て
、
本
市
の
現
状
に

お
け
る
各
給
食
実
施
方
式
で
の
実
現
可
能
性

や
経
費
に
つ
い
て
、
よ
り
正
確
に
試
算
す
る

た
め
に
業
務
委
託
を
し
、
現
地
調
査
を
含
め

た
調
査
、
分
析
を
年
内
に
終
え
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

施
政
方
針
の
中
で
、
中
学
校
給
食
に

対
し
て
前
向
き
な
方
針
が
示
さ
れ
た

こ
と
は
高
く
評
価
す
る
が
、
代
表
質
問
で
は
、

全
員
喫
食
を
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
答
弁
で
あ
っ
た
。
教
育
委
員
会
か
ら
出
さ

れ
た
文
書
は
、
全
員
喫
食
の
中
学
校
給
食
を

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸
　
孝
之

若
い
う
ち
か
ら
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
価
値
観
の
流
れ
を

し
っ
か
り
捉
え
て
、
自
然
豊
か
な
景
観
や
農

地
を
、
本
市
の
魅
力
と
し
て
発
信
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
実
際
に
就
農
し
た
い
方
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

農
地
確
保
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
団

法
人
大
阪
府
み
ど
り
公
社
に
お
い

て
、
遊
休
農
地
と
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
る
。
北
部
地
域
に
は
、
５
人

の
新
規
就
農
者
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

 

就
農
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

問答
　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
浩

中
学
校
給
食
の
全
員
喫
食
は

問

答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

元
茨
木
川
緑
地
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

つ
い
て
、
な
ぜ
、
リ･

デ
ザ
イ
ン
と

し
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
計
画
づ
く
り
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
、
リ･

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
、
み
ど
り

を
活
用
し
た
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
構
成
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

リ･

デ
ザ
イ
ン
と
し
た
理
由
は
、
改

修
等
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
良
さ

も
残
し
つ
つ
、
魅
力
あ
る
活
動
が
生
ま
れ
、

広
が
る
場
、
ま
た
、
市
の
誇
れ
る
財
産
と
し

て
親
し
ま
れ
る
緑
地
を
め
ざ
し
た
い
と
の
想

 

元
茨
木
川
緑
地
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
は

問答
第２回定例会

　一般会計予算質疑を３月 8 日、
9 日、12 日の３日間にわたり行
いました。
　主な質疑内容は次のとおりで
すが、誌面の都合上、質疑の一部
しか掲載できません。詳しい内容
は、南館１階情報ルーム及び各
図書館に設置している会議録を
ご覧ください。また、市議会ホー
ムページでもご覧いただけます。

（いずれも５月中旬予定）

い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
に
つ
い
て
は
、

市
民
と
の
協
働
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
エ
リ
ア
ご
と
の
特
徴
を
い
か
し
、

具
体
的
な
整
備
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

み
ど
り
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
安
威
川
や
ダ

ム
周
辺
と
の
連
続
性
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

れ
ら
の
方
々
が
就
農
に
至
っ
た
過
程
や
課
題

を
検
証
し
、
地
域
農
業
者
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
も
検
討
し
、
担
い
手
の
発
掘
、

確
保
、
育
成
に
努
め
て
い
く
。

元茨木川緑地

北部地域（見山地区）
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市
議
会

だ
よ
り

南
目
垣
・
東
野
々
宮
地
区
に
お
け
る

都
市
的
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
物
流

施
設
の
計
画
が
あ
る
が
、
南
目
垣
で
、
農
業

を
継
続
さ
れ
て
い
る
地
権
者
が
今
後
も
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
農
業
と
の
共
存
と
い
う
点
か

ら
、
大
気
汚
染
の
問
題
も
含
め
た
環
境
影
響

評
価
は
行
わ
れ
る
の
か
。

農
業
を
継
続
さ
れ
る
方
に
は
、
営
農

環
境
に
配
慮
し
、
農
地
ゾ
ー
ン
に
集

約
換
地
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境

影
響
評
価
は
法
令
上
、
不
要
で
あ
る
が
、
事

業
完
成
後
の
周
辺
で
の
交
通
、
大
気
汚
染
、

騒
音
、
振
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
し
て
い
く
よ
う
、
土
地
区
画
整
理
事
業
施

行
者
に
対
し
て
要
請
し
て
い
く
。

超
高
層
建
築
物
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

結
婚
を
希
望
す
る
若
年
世
帯
に
は
新

婚
家
賃
補
助
、
高
齢
者
に
は
公
営
住

宅
で
の
見
守
り
事
業
、
ま
た
、
高
齢
者
、
母

子
家
庭
、
障
害
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
ら
な

い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
方
へ
の
自
立
に
つ
な

が
る
住
宅
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
本
市
の
居

住
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
取
り
組
む
考
え

答

平成 29 年度補正予算を可決

　●一般会計補正予算（第４号）
　　　848,395 千円を減額し、88,670,287 千円

　●財産区特別会計補正予算（第１号）
　　　11,032 千円を追加し、5,166,164 千円

　●国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　77,451 千円を追加し、34,736,785 千円

　●後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
　　　67,972 千円を追加し、3,734,197 千円

　●介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　539,781 千円を減額し、17,703,210 千円

　●下水道等事業会計補正予算（第１号）
　　　265,649 千円を減額し、11,610,134 千円

　●水道事業会計補正予算（第１号）
　　　380,235 千円を減額し、8,797,844 千円

　平成29年度３月補正予算が可決されました。
　なお、採決状況については、13ページの3月定例会議
決結果をご参照ください。

　
民
進
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

 

安
心
で
き
る
居
住
支
援
施
策
を

問

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

本
市
の
職
員
対
応
要
領
に
お
い
て
、

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
※
１
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
高
齢
者
の
方

が
、
書
類
記
入
の
際
、
記
入
欄
が
小
さ
い
と

い
う
声
を
多
く
聞
く
が
、
市
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
職
員
対
応

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
、
区
別
し

に
く
い
色
を
避
け
、
色
の
組
み
合
わ
せ
を
考

慮
し
、
む
や
み
に
多
く
色
を
使
用
し
な
い
こ

と
を
明
示
し
、
配
慮
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
に
対
す
る
申
請
書
等
の
様
式
は
、
文

字
の
大
き
さ
や
書
体
、
用
紙
の
色
合
い
な
ど
、

見
や
す
さ
に
注
意
し
、
で
き
る
限
り
大
き
な

枠
を
設
け
る
等
、
書
き
や
す
さ
を
考
え
て
作

成
し
て
い
る
。
な
お
、
窓
口
等
で
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
、
可
能

 
庁
内
の
各
種
書
類
等
へ
の
配
慮
は

問答

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

 

超
高
層
建
築
物
の
基
本
的
方
針
は

問

次
頁
へ
つ
づ
く

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
大
嶺
　
さ
や
か

 

環
境
影
響
評
価
は

問

は
あ
る
の
か
。

居
住
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
視
点
で
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
と
、
多
様
な
人
々
が
住
ま

う
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
の
住
宅
・
住
環
境

の
魅
力
づ
く
り
が
大
き
な
柱
に
な
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
国
の
動
向
や
先
進
の
取

り
組
み
等
を
注
視
し
、
本
市
の
特
性
を
踏
ま

え
た
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
範
囲
は
市
内
全
域
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、

地
域
を
限
定
し
て
協
議
を
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
そ
の
方
針
は
早
期
に
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
つ
ま
で
に
作
成
し
、

ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
の
か
。

範
囲
に
つ
い
て
は
、
駅
前
と
し
て
の

拠
点
機
能
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
市

内
の
Ｊ
Ｒ
、
阪
急
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
各
駅
前

に
限
定
し
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

答

（※１） カラーユニバーサルデザイン： 誰に対しても情報が正確に伝わるように、 色の使い方や色がなくても理解
ができるようなデザインなどに配慮すること

答

な
範
囲
で
見
直
し
、
修
正
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。



No.227
平成 30 年 (2018 年) ５月１日発行 10市議会だより

一般会計予算質疑

が
、
塾
代
助
成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

塾
代
助
成
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
に
な
る
が
、
本
当
に

厳
し
い
家
庭
ま
で
は
届
き
に
く
い
場
合
も
あ

る
。
本
市
で
は
、
教
育
格
差
を
是
正
す
る
た

め
、「
ひ
と
り
も
見
捨
て
へ
ん
教
育
」
と
し

て
、
い
ば
ら
き
っ
子
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
ア
ッ
プ

プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
、
公
教

育
の
責
務
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

に
行
き
渡
る
よ
う
な
施
策
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
　
佳

本
市
の
通
塾
率
は
、
全
国
お
よ
び
大

阪
の
平
均
よ
り
も
高
く
、
ま
た
、
家

庭
の
教
育
費
に
占
め
る
学
校
外
教
育
費
は
、

小
・
中
学
校
と
も
６
割
を
超
え
て
お
り
、
所

得
に
よ
る
教
育
格
差
が
生
ま
れ
や
す
い
状
況

に
あ
る
。
学
習
塾
や
習
い
事
が
果
た
し
て
い

る
役
割
、
効
果
は
無
視
で
き
な
い
と
考
え
る

 

塾
代
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は

問

答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
取
り

組
み
と
し
て
、
住
宅
確
保
要
配
慮

者
が
安
心
し
て
入
居
で
き
る
物
件
を
増
や
す

 

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み
は

問

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
小
林
　
美
智
子

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
小
学
校
３
年

生
ま
で
の
現
制
度
に
お
け
る
平
成
32

 

学
童
保
育
の
今
後
の
見
込
み
と
対
策
は

問

前
頁
つ
づ
き

会 計 区 分 30 年度予算額  
　　　　（千円）

29 年度予算額  
　　　　（千円）

増減率
　 （％）

一 般 会 計 86,850,000 88,880,000 △ 2.3

特 別 会 計 54,364,479 61,723,682 △ 11.9

特
別
会
計
内
訳

財 産 区 会 計 5,077,271 5,155,132 △ 1.5

国民健康保険事業会計  27,496,639 34,659,334 △ 20.7

後期高齢者医療事業会計 3,809,963 3,666,225 3.9

介 護 保 険 事 業 会 計 17,980,606 18,242,991 △ 1.4

下水道等事業会計 11,762,218 11,875,783 △ 1.0

水 道 事 業 会 計 8,636,320 9,178,079 △ 5.9

　 総 　 　 計 　 161,613,017 171,657,544 △ 5.9

　平成30年度当初予算が可決されました。各会計別予算額は
下表のとおりです。
　なお、採決状況については、13ページの３月定例会議決結
果をご参照ください。

平成 30 年度当初予算を可決

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
要

介
護
者
対
応
施
設
を
拡
充
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
介
護
状
態
に
は
至
ら
な
い
が

見
守
り
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
普

及
に
は
、
オ
ー
ナ
ー
、
事
業
者
の
意

基
本
的
方
針
の
作
成
は
、
広
く
市
民
の
意
見

を
聴
き
な
が
ら
速
や
か
に
行
う
。
な
お
、
基

本
的
方
針
は
、
運
用
指
針
的
な
も
の
を
考
え

て
お
り
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
指
導
等
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

答

向
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
が
、

情
報
提
供
や
啓
発
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
居
住
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の

中
で
、
賃
貸
事
業
者
、
福
祉
関
係
者
、
市
民

等
で
構
成
さ
れ
る
居
住
施
策
推
進
委
員
会
の

意
見
も
聴
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
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市
議
会

だ
よ
り

加
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
、
管
理
職
に
な
り

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
管
理
職
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い

る
の
か
。管

理
職
へ
の
昇
任
に
つ
い
て
は
、
管

理
職
の
時
間
外
勤
務
が
一
般
職
員
よ

り
も
多
い
こ
と
や
、
昇
任
を
望
ま
な
い
職
員

が
増
加
し
て
い
る
等
の
課
題
が
あ
る
。
管
理

職
の
処
遇
改
善
や
管
理
職
以
外
の
選
択
肢
と

し
て
、
専
門
的
な
知
識
経
験
を
一
層
高
め
、

公
務
に
活
用
す
る
コ
ー
ス
を
選
択
肢
と
し
て

用
意
す
る
複
線
型
人
事
制
度
の
整
備
に
つ
い

て
も
、
検
討
し
て
い
く
。

年
度
ま
で
の
利
用
者
数
と
教
室
数
の
見
込
み

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

学
校
敷
地
内
で
の
実
施
を
基
本
と
考
え
て
い

る
の
か
。
さ
ら
に
、
学
年
拡
大
や
長
期
休
業

中
の
受
け
入
れ
の
検
討
に
つ
い
て
、
30
年
度

中
に
方
針
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

利
用
者
数
と
教
室
数
の
見
込
み
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
が
２
千
434
人

で
、
68
ク
ラ
ス
、
31
年
度
が
２
千
549
人
で
、

72
ク
ラ
ス
、
32
年
度
が
２
千
585
人
で
、
74
ク

ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
可
能
な
限
り
、

学
校
敷
地
内
で
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。
学

年
拡
大
や
長
期
休
業
中
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
教
室
や
指
導
員
の
確
保
、
さ
ら
に
各

校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施
状
況
も
考

慮
し
、
検
討
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

府
に
お
い
て
、
ダ
ム
完
成
後
の
水
質

保
全
の
た
め
、
濁
水
防
止
フ
ェ
ン
ス

や
曝
気
施
設(

※
１)

の
設
置
等
、
対
策
を

講
じ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
供
用
後
の
水

質
を
調
査
し
、
水
質
変
化
を
検
証
し
な
が
ら
、

最
適
な
運
用
方
法
を
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
問

題
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
水

質
へ
の
影
響
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

自
転
車
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
乗
れ
ば
、
自
転
車

は
手
軽
に
健
康
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
め
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
。
大
阪
市

や
京
都
市
等
で
は
、
自
転
車
専
用
道
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
な
く
走
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
市
の
現
状
に
お
い
て
は
、
既
存

道
路
に
自
転
車
専
用
道
を
整
備
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
う
が
、
既
存
の
河
川
敷
を
利
用

し
て
整
備
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
。

市
街
地
で
の
自
転
車
専
用
道
の
整
備

は
、
用
地
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
困

難
で
あ
る
が
、
安
全
に
利
用
で
き
る
既
存
道

路
や
河
川
の
堤
防
等
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
リ

　
民
進
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
友
次
　
通
憲

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
管
理
職
へ

の
昇
任
を
希
望
し
な
い
職
員
が
約

40
％
で
あ
り
、
前
回
調
査
よ
り
７
・
５
％
増

管
理
職
制
度
の
見
直
し
を

問

答
　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
　
守

 

自
転
車
専
用
道
の
整
備
を

問

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

ダ
ム
湖
周
辺
で
の
観
光
戦
略
等
が
話

し
合
わ
れ
て
い
る
が
、
上
流
に
あ
る

採
石
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
泥
水
に
よ
り
、
ダ

ム
湖
の
水
質
に
悪
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
し
て
い
る
。
自
然
豊
か
で
、
き
れ

い
な
ダ
ム
湖
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
の
イ
メ
ー
ジ

で
将
来
像
を
語
っ
て
き
た
が
、
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
え
る
に
値
す
る
水
質
は
確
保
で
き

る
の
か
。

 

採
石
場
泥
水
に
よ
る
ダ
ム
湖
へ
の
影
響
は

問

答

答

答

安威川ダム完成予想図（平成 33 年度末完成予定）

ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
河
川
管
理
者
等
、

関
係
機
関
と
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

　聴覚に障害のある方を対象に、本会議や委員会
の傍聴に手話通訳者を手配いたします。傍聴予定
日の 2 週間前までに議会事務局にご相談ください。
　　電話：072-620-1670　
　　FAX：072-623-7591
　　E-mail：gikaisomu@city.ibaraki.lg.jp

手話通訳のご利用を

（※１） 曝気施設 （ばっきしせつ） ： 水質の浄化手法の一つ。 水中に空気を供給することで、 富栄養化による汚濁を
防止したり、 水の循環を促進したりする施設

自転車専用レーン（下中条町付近）




